
■  相 続 登 記 の 義 務 化

■  １ ０ 月 １ 日 は 「 浄 化 槽 の 日 」

■  ご 寄 付 あ り が と う ご ざ い ま す 。

1 万 5 千 円• Ｏ Ｉ Ｓ Ｔ 職 員  様

1 0 万 円• 屋 宜  盛 満  様 （ 故  屋 宜  よ し  様 ）

● 恩 納 村 社 会 福 祉 協 議 会 へ

一 般 寄 付

香 典 返 し
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■  テ レ ビ の 「 受 信 障 害 」 対 策 の 実 施 が 始

ま っ て   い ま す

試 験 電 波 発 射 の 時 期 …

対 象 地 域 …

９ 月   中   旬   ご   ろ   か ら

喜 瀬 武 原 区

■  無 料 調 停 手 続 相 談 会

日 時 …

場 所 …

１ ０   月  １ ７   日 （   金   ）    １ ３ ： ３ ０   ～   １ ６ ： ０ ０

名 護 中 央 公 民 館  第 3 研 修 室 、 第 4 研 修 室

内 容 … 土 地 、 建 物 、 夫 婦 ・ 親 子 関 係 、 財 産 分 与 な ど

申 込 み … 当 日 受 付

名 護 調 停 協 会 ・ 沖 縄 県 調 停 協 会 連 合 会

8 5 5 -1 6 9 4

令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日 か ら 相 続 登 記 の 義 務 化 が ス タ ー ト し ま

し た 。

相 続 に よ り 所 有 権 を 取 得 し た こ と を 知 っ た 日 か ら ３ 年

以 内 に 相 続 登 記 を 申 請 す る 必 要 が あ り 、 令 和 ６ 年 ４ 月 １ 日

よ り も 前 の 相 続 も 義 務 化 の 対 象 と な り ま す 。

正 当 な 理 由 が な い の に そ の 申 請 を 怠 っ た と き は 、１ ０ 万

円 以 下 の 過 料 に 処 さ れ る 可 能 性 も あ り ま す 。

詳 し く は 、 法 務 省 の ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 く だ さ い 。

地 デ ジ 移 行 で 空 い た 電 波 帯 を 携 帯 や ス マ ー ト フ ォ ン で

利 用 で き る よ う 、 そ の 開 始 に 伴 っ て 試 験 電 波 の 発 射 が 行

わ れ る 予 定 で す 。 こ れ に よ り 、 恩 納 村 の 一 部 の 地 域 で テ レ

ビ の 受 信 に 影 響 が 出 る 可 能 性 が あ り ま す 。 こ の よ う な 障

害 が 出 た 場 合 に は 、 下 記 コ ー ル セ ン タ ー に お 問 い 合 わ せ

く だ さ い   。

※ ８ 月 中 旬 ご ろ か ら 末 に か け て 、 村 内 の 一 部 対 象 の 地 域

に   チ   ラ   シ   を   お   配   り し   て   お   り ま   す   。

7 0 0 M H z （ メ ガ ヘ ル ツ ）

テ レ ビ 受 信 障 害 対 策 コ ー ル セ ン タ ー

フ リ ー ダ イ ヤ ル  0 1 2 0 - 7 0 0 - 0 1 2 

受   付   時   間   9 ： 0 0   ～ 2 2 ： 0 0 （   年   中   無   休   ）

法 務 省
ホ ー ム ペ ー ジ

※ 注 意 点

法 務 局 で は 、 相 続 の 内 容 に つ い て の 相 談 は お 受 け で き

ま せ ん 。

相 続 登 記 の 申 請 方 法 に つ い て ご 不 明 な 点 が あ る 場 合

や 具 体 的 な 相 続 に 関 す る 内 容 に つ い て

は 、 登 記 の 専 門 家 で あ る 司 法 書 士 に 相 談

す る こ と を お   勧 め し ま す 。
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